
令和４年度　三股町立三股中学校　学校評価書

【学校の教育目標】　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成

教師 生徒 保護者 指標別 教師 生徒 保護者 指標別 総合

「わかる・できる」
授業の構築

生徒・保護者・職員の授業
評価結果３以上

○　「みまたんモデル」の推進
○　教育研究所と連携したＩＣＴ教育の推進
○　重点支援校訪問を通した授業力向上

4.0 4.0 4.0 4.0 3.2 3.4 3.0 3.2

家庭学習の充実
学力・実力テストの結果
地区・県平均以上

○　「家庭学習の手引き」の周知と活用
○　復習課題の工夫・宅習時間の確保 2.0 3.0 2.0 2.3 2.6 3.0 2.5 2.7

読書活動の推進と読書量
アップ

読書冊数
一人年間２０冊

〇　図書室からの広報活動の実施 3.0 2.0 2.0 2.3 2.5 2.6 2.3 2.5

文教のまち三股の伝統教育
の推進

保護者・生徒・教員の
アンケート結果３以上

○　あいさつ・校門での一礼の実施
○　無言清掃の実施
○　自主的・自発的な生徒会活動の活性化

3.0 4.0 4.0 3.7 2.7 2.7 3.4 2.9

いじめ防止対策・不登校生
徒等への対応

不登校率３.５％以下
○　いじめ防止基本方針の定着
○　月に１度のいじめアンケートの実施
○　教育相談アンケートと相談の充実

思いやりの心の育成
保護者・生徒のアンケート
結果３以上

○　合理的な配慮を考慮した特別支援教育の充実
○　全教育活動を通した道徳教育・人権教育の充実
〇　言語環境の整備と言語活動の充実 4.0 4.0 4.0 4.0 2.9 3.1 3.4 3.1

交通安全指導や安全点検
の徹底

保護者・生徒・職員の
アンケート結果３以上

○　通学路の安全確認・登下校指導
○　安全点検や授業、部活動でのケガ予防 1.0 4.0 4.0 3.0 2.2 3.7 3.5 3.1

危機管理意識の高揚
保護者・生徒のアンケート
結果３以上

○　予告なしの避難訓練の実施・防災教育の実施
○　ＳＮＳ普及の対応と、情報モラル教育の充実
○　感染症対策等の充実

3.0 4.0 3.0 3.3 2.5 3.7 3.4 3.2

主体的な体力向上や健康
意識の育成

保護者・生徒・職員の
アンケート結果３以上

○　立腰指導
○　栄養教諭と連携した「弁当の日」の実施
○　部活動における休養日の推進

4.0 3.0 3.5 3.0 3.2 3.1 3.1

地域と共にある学校づくり
保護者・職員からの
評価３以上

○　学校ホームページの内容充実
○　各種通信などによる情報提供の充実 4.0 4.0 4.0 3.1 3.4 3.3

家庭・地域との信頼関係の
構築

保護者・職員のアンケート
結果３以上

○　魅力ある学校参観日の計画と運営
○　「あんしんメール」の登録推進と内容充実
○　保護者等と学校の連絡体制の確立

4.0 4.0 4.0 3.2 2.5 3.1 2.9
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〇「わかる・できる」授業の構築は
「わかった」に留まらず、「できた」
までの見届けの指導を徹底して頂
きたい。
〇家庭学習の充実は「家庭学習の
手引き」の周知徹底及び、ＩＣＴ活
用による復習課題の工夫と家庭で
振り返ることのできる授業ノート作
成を充実させて頂きたい。
〇読書活動推進では、町の図書
館と連携し 「みまたん子に読ませ
たい図書100選」 を作成し、中学１
年生から３年生までの目標冊数を
定め、リストアップし、キャリアパス
ポートのように次学年に引継いで
いくなどの活動を計画してみては
如何か。

〇いじめや不登校に関わる要因の
１つには、コミュニケーション能力
の不足が根底にあると考える。少
人数で小学校時代を過ごしてきた
児童が、大規模校の中学校に入
学し、戸惑い、不安感が募り、仲の
良かった友達とも分散してしまう。
その対応として、小規模校の小学
６年生を対象に合同で中学校体験
の日を設け、同級生との交流がで
る活動を増やすことにより中１
ギャップを解消してみては如何
か。

〇交通安全指導や安全点検の徹
底では、アンケート結果では、生徒
や保護者の交通ルールなどの交
通安全意識は高いが、実際に地
域で目にする光景は、先生方と同
様に意識が低いと感じる危険な場
面が多い。先生方のご指導で、年
度当よりは良くなっているが、リフ
レッシュデイやテスト期間中、学期
の終わりや始まりなど全校生徒が
一斉に下校する日は、危険を感じ
ることが多い。引き続き、粘り強い
繰り返しの指導をお願いしたい。

〇地域と共にある学校づくりでは、
コロナ禍にあり、十分な連携がで
きなかったと察します。学校長が
積極的に「三股プライド」を発信さ
れ、思いを生徒に向けながら、保
護者や教職員へも啓発されている
と感じる。ＨＰにアップされる通信を
楽しみにしている。
〇家庭・地域との信頼関係の構築
では、信頼関係は、お互いを知る
ことから始まると感じる。今後は、
教育活動の制限も緩和され、参観
日や行事、ふれあい活動なども元
に戻ると予想するならば、学校職
員のコミュニケーション能力のスキ
ルを高めて頂きたい。
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○生徒・保護者の交通ルールの遵守についての意識は非常に高い
が、職員の評価は低い。地域からの交通安全に関する連絡も多く、

帰りの会や給食での放送、集会による指導を充実させているが、成
果が見えにくい。定期的にＰＴＡや地域団体の協力を得て、交通指導
の充実や、危険箇所への看板設置などにより数値結果を高めたい。

○危機管理意識の高揚については、避難訓練及び感染症対策は充
実しているが、情報モラル教育について努力が必要である。家庭教
育と連携した研修会を計画し、身体的危険性や法律的問題について
学び、全教育活動において教育していく必要がある。

〇主体的な体力向上や健康意識の育成については、立腰指導は再
考し意思疎通を図る必要がある。弁当の日を起点とした食育につい
ては、充実した活動となっている。部活動の休養日については、年間
を通じて計画されており、安定している。
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〇地域と共にある学校づくりについては、町教委や役場、文化会館
等の協力を得て、構築しやすい環境にある。現状を鑑み、教育活動
を徐々に再開しながら、自治公民館連絡協議会や民生委員児童委
員協議会、青少年指導員連絡協議会等の関係団体との連携を再構
築し、情報共有に努める。ＨＰによる情報発信、学校長による学校通
信は大変充実している。

〇家庭・地域との信頼関係の構築については、参観日に加え、教育
の日を起点としたオープンスクールの実施により、開かれた学校づく
りに努めたい。また、１人１台端末の利用やＷＥＢの活用により、学
校教育を幅広く、効率的に発信していきたい。
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〇「わかる・できる」授業の構築については、「授業改善の４＋４の
チェックポイント」と「みまたん学習モデル」を念頭に、重点支援校訪
問の活用による授業力向上、教育研究所との連携による1人1台端末
の最適な活用に努めている。数値目標は達成しているが、教職員の
ベクトルを合わせることで更に成果が期待できると考え、具体的な取
組について共通理解できる時間を確保する。

〇家庭学習の充実については、「本時の授業での学び→家庭学習
→次時の授業での学び」を学びのスパイラルと捉えると、喫緊の課題
である。教科部会を充実させ、いかに、家庭での学びを深めさせるか
について研究し、各家庭と連携することで数値目標の達成が期待で
きると考える。

〇読書量のアップについては、県の教育振興施策の取組にも掲げて
あることから、ビブリオバトルや先生方からのおすすめ本の紹介など
校内での取組について再検討することで、数値目標を達成できると
考える。
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〇文教のまち三股の伝統教育の推進については、具体的な活動を
共通理解し、実践しているが、数値結果は教師と生徒が低い。実践
について、ブラッシュアップしていく必要があり、定期的なＰＤＣＡサイ
クルの実施により数値目標を達成できると考える。

〇いじめ防止対策・不登校生徒等への対応については、町教委（適
応指導教室）との連携により充実はしているが、１月の不登校生を統
計から見ると、１年生８名（２．５％）、２年生２０名（６．７％）、３年生１
９名（７．３％）と手立てが急務である。ラポートづくりなどのカウンセリ
ングスキルやコミュニケーションスキル、集団づくりや授業づくりの
ティーチングスキル、コーチングスキルを高めるための研修やＯＪＴ
の構築により数値目標を達成したい。

〇思いやりの心の育成については、ピアサポートやスクールワイドＰ
ＢＳの活動により、学校全体で意識が高まっている。活動を年間行事
に具体的に明記することで教師のベクトルが統一され数値結果が高
まると考える。

4段階評価　　４　期待以上（７５％～１００％）　　　３　ほぼ期待どおり（５０％～７４％）　　　２　やや期待を下回る（２５％～４９％）　　　　１　改善を要する（０％～２４％）

評価項目 評価指標
具体的数値目標と

達成状況
方策・手立て

自己評価
結果の考察・分析及び改善策等

各評価（令和４年度）各評価（令和３年度）


